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◼ 中心的に取りまとめさせて頂くスコープ
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企 クロサカが中心となって
取り纏めを行うスコープ



© 2022- Kuwadate, Inc.

◼ 実施概要（案）
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検討項目
⚫ (1) 小規模中継局等カバーエリアにおける代替手段の利用可能性

（日本放送協会、通信事業者等からの情報提供・協力のもと、モデル地域を設定して各種要件を検証）

概要

⚫ 検討項目「(2)代替手段としてのブロードバンド等に求められる機能・品質要件」と連携して、特定モデル地域でのブ
ロードバンドを代替手段とする通信を用いた放送コンテンツの送信（以降、BB代替）の実現可能性を検討する

⚫ 想定アウトプットは、今後、各事業者が実装に向けた取組み（新たな事業オプション）が可能であることを示すに留
め、作業チームのアウトプットを下に、各放送事業者と電気通信事業者が個社の取組みとして実装に向けた詳細検討を
行うことを想定する

検討対象

既存 ⚫ 放送事業者の送信設備であるテレビ送信所の内、ミニサテライト局等を中心とする送信設備

⚫ 通信事業者のブロードバンドサービス（端末はテレビ受像機だけでなく、スマートデバイス／PCも想定）代替手段

検討結果の扱われ方
⚫ 本検討において、モデル地域毎にBB代替のシナリオを検討し、作業チームに報告する

⚫ 検討されたBB代替シナリオは、各通信事業者／放送事業者が個別に適用を検討する際の参考情報にできるようにする

検討の進め方
⚫ 解決すべき課題を起点として本検討のアウトプットイメージをメンバ間で共有した後、論点抽出、モデル地域選定、モ

デル地域毎のAS-IS把握とBB代替シナリオ策定を行い、作業チームに報告する

検討項目

モデル地域の
選定個数

モデル地域の
選定条件

人口／世帯数動態

地理的特徴

放送に関する
特徴／条件

通信に関する
特徴／条件

BBの実現方式／
技術的仕組み

利用する
BBサービス

BBの保守／
運用要件

BBの条件／制約

BBのコスト
（初期／年額）

検討体制／連携
⚫ 本検討は作業チーム配下で行われ、（２）と連携しながら検討を進める

⚫ オブザーバとして総務省の参加を伴う形で、クロサカ（企）が事業者からの情報提供を元に検討を行う
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◼ 検討のスコープ／前提（案）
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• ミニサテ局等を中心とする送信手段をブロードバンドサービス（以下BB）で代替することを検討する

• 対象となる送信設備は作業チーム内で議論し、コンセンサスを得る必要がある

CATV

IP再放送

ロケーション

スタジオ制作

ローカル局

中継制作

海外中継

ニュース取材

中継設備

コンテンツ制作

回線センター

中継車

インターネット

通信衛星

無線受信基地局 等

マスター設備

送信設備

放送衛星

ラジオ・FM放送所

テレビ放送所

親局

大規模・重要局

視聴者

ブロード
バンド

サービス

放送のバリューチェン／設備連携

検討のスコープ（案）

出所：「NHKの技術 2021」を元に企作成

テレビ
受像機

スマー
トデバ
イス／

PC

ミニサテ局

小規模中継局

辺地共聴

代
替
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◼ 作業チームの検討内容とその活用のイメージ（案）
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• 各モデル地域毎に妥当なBB代替の方法論（BB代替シナリオ）を策定することでBB利用可能性を示す

• BB代替シナリオは特定事業者に依存しない汎用性の高い内容で報告し、外部での参照を可能にする

既存の
放送（送信）インフラ

親局 小規模中継局 ミニサテ局大規模・重要局 辺地共聴

BB代替モデル

特定の条件を備えたいく
つかのモデル地域を設定
し、既存の特定の放送イ
ンフラをBBで代替する場
合のシナリオ

・・・・

モデル地域 A の

BB代替シナリオ

全国の通信事業者の
通信インフラとサービス

（L0 + L1）

全国の放送事業者の
放送インフラ

（ミニサテ局）

作
業
チ
ー
ム
の
ス
コ
ー
プ

モデル地域 B の

BB代替シナリオ
モデル地域 C の

BB代替シナリオ
モデル地域 D の

BB代替シナリオ

実際に放送／通信インフラを保有する事業者からの情報に基づいて検討する

モデル地域 A モデル地域 B モデル地域 C モデル地域 D 仮想Ｘ県

検討された
シナリオの妥当性

通信事業者 X 通信事業者 Y

通信事業者 X の
通信インフラとサービス

通信事業者 Y の
通信インフラとサービス

通信事業者 Z

通信事業者 Z の
通信インフラとサービス

放送事業者 α 放送事業者 β 放送事業者 γ

放送事業者 α の
放送インフラ（ミニサテ局）

放送事業者 β の
放送インフラ（ミニサテ局）

放送事業者 γ の
放送インフラ（ミニサテ局）

各通信／放送事業者が作業チームのアウトプットに基づいてBB代替適用を企画／検討

各通信事業者と放送事業者が個別に既存の放送インフラ（ミニサテ局等）のBB代替を検討／展開

各
事
業
者
に
よ
る
詳
細
検
討

設備の投資回収効率の改善余地の大きさなどの観点から
ミニサテ局等による送信のBB代替を検討する
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◼ （１）の検討の進め方（案）
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• 解決すべき課題を起点として本検討のアウトプットイメージをメンバ間で共有した後、論点抽出、
モデル地域選定、モデル地域毎のAS-IS把握とBB代替シナリオ策定を行い、作業チームに報告する

ステップ
論点の抽出 モデル地域の選定

モデル地域での放送の
提供状況の把握

モデル地域での最適な
BB代替シナリオの検討

検討結果の作業チーム
への報告

目的／ゴールの設定

1 2 3 4 5 6

概要

検討に先立ち、本検
討で解かなければい
けない問題の理解を
検討メンバで一致さ
せるため、目的と作
業 後 の 想 定 ア ウ ト
プットのイメージを
共有する

想定アウトプットに
至るまでに検討すべ
き主な論点を、検討
メンバそれぞれの視
点から多角的かつ具
体的に洗出し、検討
の優先度と順序性を
検討する

BB代替が想定される
地域全体から、論点
をふまえた特徴を備
えた複数のモデル地
域を選定／設定する

各モデル地域毎に、
現在の放送の提供状
況として、インフラ
の状況と視聴者の状
況に関する情報等を
把握し、BB代替に用
いる通信インフラが
備えるべき条件を抽
出する

各モデル地域毎に、
現在の放送の提供状
況を可能な限り満た
しつつ、経済性の優
れたバランスの取れ
たBB代替の通信イン
フラの在り方を検討
する

本 検 討 の 結 果 と し
て、各モデル地域毎
の放送の現状とBB代
替に用いる通信イン
フラの在り方を示す
ことで、通信におけ
る代替手段の利用可
能性を作業チームに
報告する

アウト
プット

➢ 本検討の目的

➢ 本検討の想定アウ
トプットのイメー
ジ／項目

➢ 検討対象の設備が
放送を提供してい
る地域

➢ 視聴者に関する論
点

➢ インフラに関する
論点

➢ モデル地域の選定
個数

➢ 各モデル地域の条
件／特徴

➢ 具体的な地理的モ
デル地域

➢ BB代替地域全体の
塗りわけ（網羅性
確認）

➢ 各モデル地域毎の
放送インフラと視
聴者の状況

➢ 各モデル地域毎の
通信インフラが備
える条件

➢ 各モデル地域毎の
BB代替シナリオ

• 方式／技術的仕
組み

• サービス内容

• 条件／制約

• コスト

➢ 検討結果のまとめ

イン
プット

• 既存の放送事業の
課題

• 検討対象の期間

• 代替を必要とする
放送設備

• その他の前提条件

• 各モデル地域の放
送状況（視聴者／
インフラ）

• BB代替に用いる通
信インフラの要件

• BB代替に利用可能
な通信インフラ／
サービス（特定の事
業者に依存しないレベ
ルの記述）
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◼ シナリオ作成に向けた主な検討項目（案）
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• 基本的な項目、モデル地域に関する項目、BB代替となる通信に関する項目の3種類の検討項目が想定
され、一部の項目（破線の項目）は本検討では中心的に扱わない（他の検討結果の適用等）

基本的な 項目 モデル地域の選定個数 モデル地域の選定条件

モデル地域 に関する項目

BB代替となる通信 に関する項目

技術要件／要求仕様 実現方式／技術的仕組み 利用サービス

保守／運用要件 条件／制約 コスト（初期／年額）

人口／世帯数動態 地理的特徴

放送に関する特徴／条件 通信に関する特徴／条件 経済的特徴／自治区分
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◼ 検討体制／連携
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• 本検討は作業チーム配下で行われ、（２）と連携しながら検討を進める

• 総務省のオブザーバ参加を伴う形でクロサカ（企）が事業者からの情報提供を元に検討を行う

小規模中継局等のブロードバンド等による代替に関する作業チーム

（２） 代替手段としてのブロードバンド等
に求められる機能・品質要件

デジタル時代における放送制度の在り方に関する検討会

総務省 情報流通行政局 放送政策課オブザーバ

クロサカ タツヤ （株式会社 企）分析／検討

放送と電気通信の事業者
• NHK（放送事業者）

• NTT（電気通信事業者（L0/L1を保有している事業者） ）

情報提供

ヒアリング 情報提供

（１） 小規模中継局等カバーエリアにおける
代替手段の利用可能性の検討
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参考情報
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◼ NHK殿による送信設備の分類
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